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都市とITとが出合うところ

第51回　�水木しげるロード（4）
工事がはじまる
　昨年の今ごろ、水木しげるロード・リニューアルプ
ロジェクトの模様を３回に渡って紹介した（第36-38

回）。あれ以来、リニューアル工事が急ピッチで進め
られている。大山に残雪が残る今年３月に訪問した（図
１，２）。
　水木しげるロードは、毎年200万人を超える観光客
で賑わっており、工事期間中に来訪者が減ってしまう
ことは避けたい。そこで、安全を第一に、観光客や沿
道住民・商業者にできる限り配慮しつつ、工事期間中
も楽しんで頂けるようなアイデアが盛り込まれた。
　150体を超える妖怪ブロンズ像の多くは、今回のリ
ニューアル工事によって、新たな位置に再配置される。
そのため、基本的に工事箇所のブロンズ像のみを取り
外し、工事完了箇所には速やかに再設置する方針とし
た。これによって、半数以上は水木しげるロードに設
置されている状態となる。次に、一時的に取り外した
妖怪ブロンズ像の扱いについてであるが、まず、水木
しげるロードの玄関口である境港駅傍の駅前公園を再
整備した。そして、一時的に取り外した妖怪ブロンズ
像を駅前公園に集めて、「世界妖怪会議」をテーマに
した期間限定の屋外展示を行った（平成29年夏～30年
春）。これまで、延長800ｍの道路上に点在していたブ
ロンズ像が集まる景色は貴重であり、迫力ものである。
また、世界妖怪会議に集う妖怪ブロンズ像は、道路工
事の進捗に伴って、入れ替わっていくため、訪問する
時には果たしてどんなブロンズ像が集っているのか楽
しみは増える。
　また、リニューアル工事を円滑、安全に進めていく
ために「水木しげるロードリニューアル事業関連工事
安全衛生協議会」が設立された。この協議会は、発注
者（境港市）と工事受注者・工事業者間の連絡調整を
図ると共に、工事期間中に水木しげるロードならでは
のイメージアップにも努めている。例えば、工事に必
要でありながらも殺風景になりがちな、工事看板、カ
ラーコーン、ヘルメットにはキャラクターやリニュー
アルのロゴマークを入れるなどの取り組みである

（図 ３）。
　完成に向けて、特筆すべき点を紹介しておこう。
・ リニューアルに併せて、新たな18体のブロンズ像の

スポンサーが公募された。平成29年４月に駅前公園
で完成セレモニーが行われた。

・ 新たな道路景観を創るために街路樹が一新されるこ
とになり、樹種には、妖怪のまちの雰囲気を一層盛
り上げるべく「シダレエンジュ」が選ばれている。
この樹形は、春から秋にかけて葉が傘のように生い
茂り「妖怪の隠れ家」のようになる（図４）。

・ 平成30年２月は例年以上の大雪となり工事が大幅に
遅れた。地元の理解により、土曜日も工事を行うこ
とになった。

・ 境港駅前にリニューアル計画を紹介する看板が設置
された。看板に描かれた QR コードにアクセスす
ると、VR（人工現実）で描かれたリニューアル後
の姿を体験することができる（図５）。

・ リニューアル計画・工事に関する情報を広く伝える
ため「水木しげるロードリニューアルかわら版」を
2016年９月より約２か月おきに発行している。これ
までに号外を含めて10回発行された。

・ 平成30年のゴールデンウィークは工事を一旦中断し
て歩行者天国とした。来訪者は、工事中にも関わら
ず、昨年の同時期と比べて、８％増となった（図６）。

・ リニューアルの目玉の一つとして、夜間の演出照明
の設置が進められている。特に、妖怪神社周辺では、
多数の影絵照明が設置されており、これまでとは全
く異なる夜の魅力づくりを目指している（図７）。

VRその後
　平成29年度の境港市との共同研究では、平成28年度
に制作した水木しげるロード・リニュアル計画の VR
を用いて、計画の内容を市民・住民に対して普及啓発
するための VR 体験会を何度も実施した。
　施工の際には、完成図である VR 画面を見ながら、
施工内容を確認し、もし必要であれば変更を行ってい
る。施工業務の効率化にも寄与したようである。
　また、古くなった本町アーケードが撤去され、新た
なゲートが取り付けられることになった。そのため、
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VR 仮想空間においても、本町アーケードを撤去し、
設計中の新たなゲートの３次元モデルを制作して、リ
ニューアル計画の最新案を確認できるようにした。先
述の通り、平成28年度に水木しげるロード計画の VR
モデルの全体を制作していたため、今年度はゲートの

３次元モデルのみを VR 仮想空間に挿入するだけで済
んだため、短時間で全体像を確認することができた。
　水木しげるロードは、平成30年７月14日、リニュー
アル・オープンを迎える。
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